
…
…
…
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
　
酋

　
　
砺

　　、口85号口
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昨
年
は
五
六
豪
雪
に
始
ま
り
、
雪
処
理
条
例
制

定
や
克
雪
都
市
宣
言
、
克
雪
モ
デ
ル
計
画
策
定
な

ど
克
雪
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
す
当
市
に
と
っ
て
画

期
的
な
年
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
十

二
月
に
開
催
し
た
”
克
雪
フ
ェ
ア
”
は
そ
れ
ら
の

集
大
成
と
い
え
ま
す
が
、
今
年
か
ら
は
十
二
月
の

第
一
土
曜
日
を
「
克
雪
記
念
の
日
」
と
定
め
、
来

た
る
十
二
月
四
日
ω
に
”
克
雪
フ
ェ
ア
パ
ー
ト
2
”

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〔
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕
午
揃
珊
鞘

■
「
市
の
克
雪
対
策
」

■■

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
長

「
散
水
融
雪
に
お
け
る
地
下
水
の
有
効
利
用

～
有
限
な
資
源
を
守
る
た
め
に
～
」

　
　
　
　
　
　
　
栗
山
　
弘
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
長
岡
雪
害
研
究
所
々
長
）

※
市
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
と
の
共
催
事
業

「
屋
根
雪
処
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

○
自
然
融
雪

o
電
熱
融
雪

O
M
型
消
雪

o
地
熱
融
雪

o
ボ
イ
ラ
ー
配
管

o
太
陽
熱
融
雪

そ
れ
ぞ
れ
の
屋
根
雪
処
理

方
法
の
わ
か
り
や
す
い
解

説
書
を
用
意
し
ま
す
。

〔
展
示
会
〕
件
揃
御
塒
時

■
　
屋
根
雪
処
理
コ
ー
ナ
ー

　
※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
者
の
ほ

　
か
に
、
自
然
落
下
式
を
加
え
て
七

　
つ
の
コ
ー
ナ
ー
。

■
　
屋
根
雪
処
理
に
関
す
る
融
資
制

　
度
の
紹
介

　
※
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
融
耐

雪
家
屋
に
対
す
る
融
資
制
度
」
に
つ

・
い
て
説
明
パ
ネ
ル
と
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

の
写
真
展
示
。

■
　
地
下
水
有
効
利
用
の
た
め
の
降

　
雪
自
動
検
知
器
の
モ
デ
ル
展
示

■
　
流
雪
溝
基
本
型
の
展
示

　
※
流
雪
溝
製
品
と
二
次
製
品
を
展

示　
〔
そ
の
他
の
催
物
〕

■
“
克
雪
は
健
康
づ
く
り
か
ら
…
”

　
寒
い
冬
を
前
に
、
健
康
づ
く
り
の

大
切
さ
、
必
要
性
を
考
え
る
講
習
会
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階
集
団
指
導
室

午
後
二
時
～
四
時
。

■
“
新
幹
線
時
代
と
雪
国
　
　
雪
の

く
ら
し
も
楽
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
”

　
大
矢
良
広
新
潟
日
報
論
説
委
員
・

諸
里
十
日
町
市
長
・
酒
井
学
新
大
教

授
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

※
市
公
民
館
講
堂
・
午
後
一
～
三
時

お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
〃
”

冬
期
ご
み
収
集
計
画

※
以
上
の
研
究
報
告
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

12

月
1
日

　
～
3
月
31
日

部
を
除
き
．
夏
期
と
同
じ
に

　
　
こ
れ
ま
で
は
冬
期
間
（
十
二
月
～

三
月
）
に
な
る
と
、
．
こ
み
収
集
計
画

が
大
幅
に
変
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
冬
も
昨

年
と
同
じ
く
、
車
輔
の
運
行
で
き
る

限
り
、
夏
期
の
収
集
計
画
通
り
実
施

し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
車
輔
の
運
行
が
で
き
な

く
な
っ
た
地
域
か
ら
は
従
来
ど
お
り

持
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
該

当
の
衛
生
組
合
長
か
ら
お
手
数
で
も

衛
生
施
設
組
合
（
盈
二
－
三
九
二
四

番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
は

冬
期
間
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
道
路
事
情
で
ご
み
収
集
車
が
行

け
な
い
町
内
は
予
定
通
り
収
集
で
き

ま
せ
ん
。
状
況
を
各
町
内
で
適
確
に

判
断
し
、
収
集
不
能
な
場
合
は
、
各

自
出
し
た
．
こ
み
を
持
ち
帰
り
、
次
回

の
収
集
日
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い

二
、
も
え
な
い
大
き
な
ご
み
（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
）
は
、

雪
消
え
後
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
事
業
系
の
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄

物
も
）
の
う
ち
、
も
え
な
い
も
の
は

田
…
…
一
…
＝
≡
≡
一
…
≡
…
一
…
＝
…
一
≡
…
＝
…
…
…
一
一
一
…
≡
一
一
…
…
…
一
…
＝
…
≡
一
≡
≡
一
一
…
…
≡
一
一
一
≡
≡
一
≡
≡
一
一
…
…
＝
電

㎜
　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
　
　
㎜

㎜
　
年
末
は
十
二
月
三
十
目
（
水
）
ま
…

…
で
目
程
表
通
り
収
集
し
ま
す
。
年
贈

㎜
始
は
一
月
四
目
（
火
）
か
ら
で
す
。
　
…

田
…
…
…
一
一
一
…
…
一
≡
…
≡
…
…
≡
一
一
…
…
…
≡
≡
［
≡
一
…
…
…
≡
一
一
一
≡
≡
≡
…
一
…
…
一
…
一
≡
一
…
≡
…
＝
｝
「
≡
…
…
…
…
酬

各
自
で
保
管
す
る
か
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
や
む
を
え
ず
保
管
場
所
の
無

い
場
合
は
高
城
沢
で
一
時
保
管
し
ま

す
。
そ
の
場
合
、
消
雪
後
霧
谷
埋
立

地
へ
再
運
搬
を
お
願
い
し
ま
す
。

収集日が変更になる地域ゴミ収集が休みになる地域

地　区　名 対　　象　　地　　域 対　象　地　域 もえるゴミ もえないゴミ

十日町、川治
六箇、吉田

津池、大池、菅沼、赤倉、椌木、長里、落之水
船坂、塩ノ又、中手、中平、名ヶ山、鉢 関根、浅之平、六箇山谷

中村、麻畑、田麦
金 第1、第3、水

中　　　　条
嘉勝、池谷、入山、蕨平、東枯木又、西枯木又

三ツ山、上田原、宇田ヶ沢、山新田、中条菅
沼、小貰 中条市ノ沢 水 金

下　　　　条 仙ノ山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

幸町、姿1・2、安養寺 火・金 水水　　　　沢
天池、池之尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、当
間、大石、南雲、中在家、水沢市ノ沢、珠川



昭和57年11月25日II“”II””1”。”“1”1”1。1川1”“1”ll。”””9””II”m”1””Illl””1”川“”“Illlとおガ夢3δ畑るtf駈II川”ll”Ill””1②

　
当
市
で
は
、
全
国
的
な
行
政
改
革
の
波
に
先
が
け
、
昭
和
五
十
年
以
降

行
政
診
断
を
受
け
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
見
直
し
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
当
市
で
は
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
特
集
を
行
い
、
当
市
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ど
ん
な
係
り
が
出
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
、
ご
理
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
と
は

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
行
政
に
寄
せ

ら
れ
る
要
望
も
、
年
々
広
範
、
多
様

化
し
、
行
政
事
務
も
時
間
的
、
質
的
、

量
的
に
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
当
市
で
は
、
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
、
左
図
の
よ
う
な
経
過

で
行
政
の
効
率
化
、
減
量
化
、
そ
し

て
質
的
向
上
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
．

　
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
は
、
そ
の

中
で
当
面
取
り
組
む
大
き
な
課
題
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
当
市
で
は
各
税
、
国
民
健

康
保
険
、
国
民
年
金
、
水
道
料
な
ど

八
課
十
六
業
務
の
大
量
事
務
を
、
外

部
電
算
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
電
算
セ
ン
タ
ー
が
三
社
に

分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
届
出
さ
れ
る
転
入
、
転

出
、
出
生
、
死
亡
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

昭和50年行政

事務改善委員会

昭和52年

職員意識調査

昭和52年

行　政　診　断

事務改善

行政の合理化効率化 住民サービスの向上

馨 1　　　　聾　　　　1
1

情
報
公
開

機
　
構
　
改
　
革

権
限
委
貝

補
助
金
見
直
し

審
議
会
等
見
直
し

事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化

個
人
情
報
の
保
護

コ
ン
ピ
ユ
1
タ
高
度
利
用

全
庁
的
事
務
改
善
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の
業
務
ご
と
に
別
々
に
把
握
し
、
手

作
業
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
現
状
で
の
主
な
問
題
点
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

①
こ
れ
ら
の
把
握
や
処
理
に
費
や
さ

れ
る
経
費
や
労
力
に
ム
ダ
が
大
き
い
．

②
業
務
間
に
差
異
や
誤
り
を
生
む
要

因
と
な
る
。

③
今
後
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
可
能

業
務
は
四
十
七
業
務
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
業
務
ご
と
に
委
託
す

る
と
た
い
へ
ん
な
委
託
経
費
が
か
か

る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
む
ず

か
し
い
。

④
委
託
処
理
は
、
職
員
の
い
な
い
と

こ
ろ
に
情
報
が
貯
え
ら
れ
る
た
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
面
か
ら
問
題

，
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
一
部
業
務
を
の
ぞ
き
、
市
民
へ
の

各
種
納
付
書
等
は
カ
タ
カ
ナ
で
通
知

さ
れ
て
い
る
が
、
見
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
漢
字
に
切
り
か
え
る
た
め

に
は
多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
、
業

務
を
自
己
処
理
し
よ
う
と
す
る
改
善

が
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
で
す
。

①
情
報
管
理
を
職
員
の
い
る
と
こ
ろ

で
行
い
、
。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
万

全
を
期
す
こ
と
。

②
市
民
の
皆
さ
ん
の
転
入
、
転
出
、

出
生
、
死
亡
な
ど
を
記
録
し
て
い
る

住
民
基
本
台
帳
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
し
、
速
く
、
正
し
く
、
安
く
、
全

て
の
行
政
分
野
に
提
供
す
る
こ
と
。

③
委
託
に
比
較
し
て
、
経
費
を
抑
え

つ
つ
、
新
規
業
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
用
を
推
進
す
る
こ
と
。

④
漢
字
化
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
各
種
通
知
や
内
部
書
類
を
見

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
ま

ち
が
い
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
こ
の
結
果
得
ら
れ
る
経
常
経
費
の

節
減
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
る
労
力
の
軽
減
分

を
、
他
の
面
で
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
ふ
り
む
け
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
．
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
の
、
各
業

務
の
関
連
は
左
図
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

住　民　記　録レ住民移動統計

挙』選挙人名簿・入場券選

育ト　　就学予定者名簿・健康診断通知・入学通知
　　成人式案内・幼稚園就園奨励費補助教

事務総合システム概念図

国民健康保険ト国民健康保険証・被保険者台帳

保健衛生←予防接種通知，検診通知

児　童　福　祉」児童手当・保育料・乳幼児名簿

老人医療受給者証・老人台帳
敬老祝金通知老人福祉

援護福祉ト生活保護者・心身障害者・母子福祉

宅」管理台帳・納入通知住

国　戻　年　金レ被保除者台帳・納入通知

農業者年金レ被保険者台帳・納入通知

道レ使用料金集計・納入通知水

道←使用料金集計・納入通知水下

県交通災害共済←加入申込通知・加入者台帳

住　民

マスター

所　得

マスター

農家基本台帳ト農家基本台帳、小作地調査

水田利用再編対策ト・実施計画書

税ト課税台帳・納税通知・農業所得計算民住

料卜課税台帳・納税通知・給付台帳保国

固定資産税卜課税台帳、納税通知・評価証明

収　納

マスター

口　座
マスター

軽自動車税ト課税台帳・納税通知

資産
マスター

事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
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事
務
総
合
シ
ス
羅
雄
懸
の
譲
順

経
費
や
労
力
は
，

　
現
在
十
六
業
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
を
委
託
し
て
お
り
、
総
経
費
は

年
間
約
三
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
、
年

次
計
画
で
機
器
を
整
備
し
た
場
合
、

昭
和
六
十
年
度
で
の
総
経
費
は
概
ね

四
千
九
百
万
円
前
後
に
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
．

　
今
後
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
可
能
な

四
十
七
業
務
を
順
次
自
己
開
発
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
概
ね
こ

の
経
費
の
範
囲
内
で
可
能
と
思
わ
れ

ま
す
．
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
に
必

要
な
経
費
は
、
こ
の
よ
う
に
増
加
は

し
ま
す
が
、
こ
の
増
加
分
以
上
に
、

地場産業振興センターのコンピュータを利用

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
さ
れ
た
り
、

他
の
経
費
が
節
減
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
全
国
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
が

推
進
さ
れ
る
傾
向
で
す
が
、
当
市
は

た
だ
単
純
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
す

れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、

日
常
の
仕
事
の
や
り
方
か
ら
見
直
し
、

事
務
改
善
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
と
ら
え
、
よ
り
行
政

の
効
率
化
を
進
め
て
ゆ
く
考
え
で
す
。

ど
ん
な
形
で
行
う
の
か

　
現
在
、
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
四

階
に
設
置
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

市
が
借
用
し
、
市
庁
舎
と
の
間
を
専

「
分
，

騰藁』霧騰蒙　　　　鱗　一「・
　　　・灘

塔屋

関係団体
事務室 電子計算センター

機
械
室

4階

スノコ　シーリング
3階スポツト

会議室（b 会議室12）
キ
ヤ
ラ
リ
1

舞台　　　多目的ホール

楽
屋
野

2階出，寅者
ロビー

1階
倉庫　　　展示販売コーナー エントランスホール グランドホール

電気室 機械室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地階

用
電
話
回
線
で
結
ん
で
オ
ン
ラ
イ
ン

処
理
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
は
、

本
年
度
を
含
め
、
三
力
年
計
画
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
当
面
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

①
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら

　
現
在
委
託
処
理
さ
れ
て
い
る
水
道

料
金
算
定
シ
ス
テ
ム
が
自
己
処
理
と

な
り
ま
す
。

②
昭
和
五
十
八
年
七
月
か
ら

　
o
新
し
く
供
用
開
始
さ
れ
る
下
水

道
の
使
用
料
金
算
定
シ
ス
テ
ム
が
処

理
さ
れ
ま
す
。

　
○
市
民
生
活
課
窓
口
で
、
住
民
票

に
係
る
諸
証
明
の
発
行
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
り
即
時
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

③
順
次

　
各
種
通
知
（
予
防
接
種
、
検
診
、

選
挙
入
場
券
、
入
学
通
知
書
、
成
人

式
案
内
等
）
に
つ
い
て
、
漢
字
化
が

行
わ
れ
て
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
さ
れ
、
ま
た
各
種
納
税
通
知
も

カ
タ
カ
ナ
か
ら
漢
字
へ
と
順
次
改
善

さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
ハ
ジ
ー
間
題
鍵
灘
麟
羅
藏

　
思
想
、
信
条
、
宗
教
な
ど
を
の
ぞ

き
、
行
政
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
必
要
と
す
る
情
報
を
把
握
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
こ
の
把
握
と
事
務
処
理

と
は
、
市
長
の
責
任
の
範
囲
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー

タ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
瞬
時
に

大
量
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ

る
危
険
性
を
も
有
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
当
市
で
は
、
あ
く
ま
で
も
市
長
の

責
任
と
い
う
立
場
を
持
ち
つ
つ
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ま
た
、
行
政
に
対
し
て

信
頼
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

次
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対

策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

①
委
託
処
理
か
ら
自
己
処
理
へ
の
方

針
転
換
（
三
月
）

②
電
子
計
算
組
織
利
用
に
伴
う
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
制
定
（
六

月
）

③
同
条
例
で
個
人
情
報
保
護
対
策
審

議
会
を
設
置
（
六
月
）

④
同
審
議
会
の
検
討
を
経
て
、
同
条

例
施
行
規
則
制
定
（
十
一
月
）

　
（
主
な
内
容
）

①
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
で
記
録
す
る
事
項

等
の
制
限
（
思
想
、
信
条
、
宗
教
等

を
の
ぞ
く
こ
と
）

②
提
供
制
限
（
特
別
な
場
合
を
の
ぞ

き
、
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
外
部

に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
）

③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
結
合
禁
止
（
国

や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
と
結
合
し
て
は
な
ら
な
い
）

④
個
人
情
報
の
開
示
と
訂
正
（
市
民

か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
内
容

を
示
す
こ
と
。
ま
た
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
は
訂
正
す
る
こ
と
）

⑤
事
務
処
理
状
況
の
公
開
（
適
時
記

録
項
目
や
事
務
処
理
状
況
を
市
報
で

公
表
す
る
こ
と
）

⑥
内
部
管
理
体
制
の
強
化
（
管
理
体

制
や
審
査
体
制
を
整
え
る
こ
と
）

　
こ
れ
ら
は
プ
ラ
イ
バ
シ
i
保
護
の

た
め
の
手
だ
て
を
規
定
し
た
も
の
で

す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
す
る
し

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は

従
事
す
る
職
員
の
責
任
と
自
覚
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
で
す
の
で
、
従
来
以

上
に
全
職
員
が
真
剣
に
な
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
高
虜
な
租
用
腱
麟
蹴
葱

　
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
直
接
的
、

間
接
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
す

る
も
の
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

用
の
面
で
は
、
ま
だ
第
一
段
階
と
い

え
ま
す
。

　
将
来
は
内
部
管
理
情
報
（
予
算
、

財
務
、
財
産
等
）
や
地
域
情
報
（
道

路
、
橋
、
河
川
、
公
園
、
雪
等
）
を

一
元
的
に
管
理
し
、
市
行
政
の
企
画

立
案
や
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
よ
う

な
利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
先
進
市
で
は
、
す
で
に
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
に
よ
る
地
震
に
対
す
る
危
険
度

分
布
を
提
示
し
、
行
政
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
た
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
克
雪
宣

言
都
市
十
日
町
と
し
て
、
雪
を
克
服

す
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
果

た
す
役
割
は
な
い
か
、
今
後
の
課
題

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
今
市
民
の
権
利
と
し
て

の
情
報
公
開
制
度
が
大
き
な
流
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
膨
大
な
行
政
資

料
を
適
期
適
切
に
公
開
し
て
ゆ
く
に

は
、
人
手
で
対
処
す
る
に
は
あ
ま
り

に
も
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
を
第
一
段
階

と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
高
度
に

利
用
し
て
ゆ
く
よ
う
、
研
究
を
進
め

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
三
力
年
計
画
が
終
了
す
る
段
階
で

は
、
全
国
的
に
も
有
数
の
も
の
に
な

り
ま
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
過
大

評
価
せ
ず
に
、
一
歩
一
歩
推
進
し
て

ゆ
く
考
え
で
い
ま
す
．
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コモ市の青年が来市
　11月13日にコモ市の青年マルコ・サ

ンピエトロさん（25）が突然十日町市を訪

ずれました。彼は、今年8月に十日町

市の使節団6名が交流した仲間で、さ

っそく再会を喜ぶとともに、団長だっ

た根津勝さん宅にホームステイしまし

た。また、スパリーノ市長からの反戦

記念碑を建設中であり、協力を得たい

旨のメッセージを諸里市長に手渡しま
した。
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来
春
五
月
か
ら
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
市
で
は
、
十
月
に

二
十
五
会
場
で
各
家
庭
や
事
業
所
の
排
水
設
備
工
事
や
費
用
、
融
資
制
度
、

使
用
料
金
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
会
と
同
時
に
、
排
水
設
鐘
工
事
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
i
卜
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
説
明
会
で
出
さ
れ
た
疑
問
点
や
ア
ン
ヶ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
る
と
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
で
き
、
川
が
き

れ
い
に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
が
な
く
な
る
な
ど
周
囲
の
環
境
が
改

善
さ
れ
生
活
が
快
適
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
普
及
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
　
　
「
汚
水
ま
す
」
は
ど
ん
な
役
割

を
し
ま
す
か
、
ま
た
「
汚
水
ま
す
」

は
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
　
　
「
汚
水
ま
す
」
は
汚
水
や
汚
物

を
ス
ム
ー
ズ
に
下
流
管
に
流
す
と
と

も
に
排
水
管
の
点
検
や
排
水
管
が
つ

ま
っ
た
時
の
清
掃
の
役
割
を
も
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
「
汚
水
ま
す
」
■

は
台
所
、
浴
室
、
洗
面
所
、
便
所
等
の

吐
口
や
排
水
管
の
曲
り
角
な
ど
に
設

け
ま
す
の
で
「
汚
水
ま
す
」
を
ま
と

め
る
の
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

間
　
工
事
の
た
め
に
ト
イ
レ
を
使
用

で
き
な
い
日
数
は
？

答
　
工
事
に
要
す
る
日
数
は
、
一
般

　
　
　
　
樹

　
　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
㎜

住
宅
の
場
合
二
～
三
日
で
す
。
そ
の

う
ち
ト
イ
レ
を
使
用
で
き
な
い
の
は

約
一
日
程
度
で
す
が
大
工
、
左
官
工

事
等
が
加
わ
れ
ば
日
数
は
変
り
ま
す
．

問
　
工
事
は
三
年
以
内
に
ど
う
し
て

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
と
台
所

浴
室
な
ど
の
工
事
を
別
々
に
や
っ
て

も
良
い
の
で
す
か
。

答
　
建
築
物
を
近
く
新
築
、
移
転
す

る
予
定
と
か
、
水
洗
便
所
へ
の
改
造

に
必
要
な
資
金
の
調
達
が
ど
う
し
て

も
困
難
な
場
合
等
の
、
特
別
の
事
情

が
な
い
限
り
三
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
お
願
い
し
ま
す
。

嚢
・
、
、
灘
嚢
嚢
護
灘

醗
難
難
灘
鑛
灘
鑛
、
灘
難
灘
鑛
難
鍵
難
鑓
灘
叢
繋
灘

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
と
台
所
、

浴
室
等
の
排
水
の
工
事
は
別
々
に
や

っ
て
も
良
い
の
で
す
が
、
手
間
、
経
費

等
を
考
え
る
と
、
出
来
る
限
り
同
一

施
工
さ
れ
る
こ
と
を
お
推
め
し
ま
す
。

問
　
宅
地
内
の
排
水
管
の
土
被
り
と

勾
配
は
ど
の
く
ら
い
が
適
当
で
す
か
。

答
　
土
被
り
は
宅
地
内
は
二
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
私
道
は
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
公
道
に
準
じ

る
私
道
は
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
。
勾
配
は
標
準
で
二
～
三
パ
ー
セ

ン
ト
が
適
当
で
す
。

問
　
工
事
を
申
込
ん
で
か
ら
実
際
に

工
事
に
着
手
で
き
る
ま
で
の
期
間
は

ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

答
　
工
事
の
施
工
時
期
、
申
込
件
数

に
よ
っ
て
異
り
ま
す
が
七
～
一
〇
日

間
位
で
着
手
で
き
る
と
思
い
ま
す
．

問
　
既
設
の
排
水
管
等
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
か
。

答
　
排
水
管
の
口
径
は
』
般
家
庭
で

一
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
が
基
準
で
す
。

口
径
、
品
質
、
縦
断
勾
配
等
を
調
査

し
て
使
用
で
き
る
も
の
は
使
用
し
て

も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将

来
等
を
考
慮
し
手
も
ど
り
工
事
に
な

ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
五
月
一
日
供
用
開
始
と
の
こ
と

で
す
が
、
工
事
の
申
込
み
は
い
つ
か

ら
受
付
け
ま
す
か
。

答
　
工
事
の
申
込
み
、
い
わ
ゆ
る
排

水
設
備
計
画
確
認
申
請
書
は
、
三
月

か
ら
受
付
け
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

問
　
公
共
汚
水
ま
す
を
一
軒
で
ニ
カ

所
つ
け
て
も
ら
え
ま
す
か
。

答
　
建
物
一
棟
に
つ
き
一
ヵ
所
が
原

排水殼備工事についての

アンケート結果
　10月34日～10月21環の聞に25

会場盗実施した町内別説明会の

出席者から回答していだだ撚た

もの懸．回讐者は98駄です。

　なお、町内説明会の出席状況

は、次のとおりでじた。

58年5月に、下水道の供用

開始が告示されると、すみ

やかに排水設備工事をして

いただくことになりますが

その時期は

第1期計画区域
対象世帯数 2，300世帯

町内説明会
出　席　者　数 1，061　人

出　　席　　率 46．1　％

間1

58年中には

工事できる

（61．6％）

排水設備工事の市の融資制

度の利用のご希望は

問2

（犠集灘灘轟翻講〉

わ
か
ら
な
い

5
・
0
％

回答者
989人

特別の事情で
’58年中は

1難）（

わからない
＼（8．1％）

利用したい

（55．0％）

回答者
989人

利用しない

（36．9％）
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　　下水道のお問い合せは
　下水道の説明会に、都合で欠席された方は、パン

フレットなどが用意してありますので、下水道課に

おいでください。資料をさしあげ説明をいたします。

　また、排水設備工事については、下表の十日町市

排水設備指定工事店にご相談ください。

下水道課　盈7－3111番内番257・258

臓

則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
形
や
家
の

間
取
り
の
都
合
で
ど
う
し
て
も
ニ
カ

所
設
置
す
る
場
合
は
、
一
ヵ
所
分
は

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
費

用
は
一
〇
万
円
位
か
か
り
ま
す
。

問
　
工
事
費
の
中
に
便
槽
の
埋
め
も

ど
し
の
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

答
　
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
　
し
尿
浄
化
槽
の
ト
イ
レ
は
既
に

水
洗
化
さ
れ
て
お
り
、
浄
化
し
て
放

流
す
る
か
ら
下
水
道
に
つ
な
が
な
く

と
も
良
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
内
で

は
浄
化
槽
か
ら
放
流
さ
れ
る
汚
水
も

生
活
雑
排
水
と
同
じ
く
考
え
て
く
だ

さ
い
。
し
た
が
っ
て
浄
化
槽
か
ら
出

さ
れ
る
汚
水
も
全
て
下
水
道
に
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
す
．
浄
化
槽
を
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
と
、
清
掃
費
や
電
気

雛蘇設備並事指定王事店
　　　　　　　昭和57年10月1日現在

料
な
ど
不
要
な
経
費
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
浄
化
槽
は
廃
止
し
て
、
し
尿

は
直
接
下
水
道
に
流
し
た
方
が
経
済

的
に
も
お
得
で
す
。

問
　
浄
化
槽
は
定
期
点
検
が
必
要
で

す
が
、
排
水
設
備
工
事
は
、
定
期
的

な
点
検
と
か
費
用
が
必
要
で
す
か
。

答
　
法
的
な
定
期
検
査
、
費
用
は
不

要
で
す
が
、
排
水
管
が
つ
ま
っ
た
り

破
損
し
た
場
合
は
指
定
工
事
店
に
修

理
補
修
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
排
水
管
や
ト
イ
レ
等
の
凍
結
防

止
は
必
要
で
す
か
。

答
　
排
水
管
で
は
一
般
的
に
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
の
給
水
管
等

に
つ
い
て
は
一
、
二
月
の
寒
い
時
期

は
凍
結
の
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
便
所

内
の
露
出
管
等
に
簡
単
な
被
覆
を
し

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
に
伴
う

　
　
縦
覧
に
つ
い
て

　
十
日
町
市
下
水
道
計
画
を
次
の
よ

う
に
変
更
し
た
い
の
で
縦
覧
に
供
し

ま
す
。主

な
変
更
内
容

　
十
日
町
市
公
共
下
水
道
の
汚
水
幹

線
、
雨
水
幹
線
の
変
更

縦
覧
期
間

　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
中
旬
～
下

旬
（
二
週
間
）
の
予
定
。

縦
覧
場
所

市
役
所
下
水
道
課

指定工事店名 所　在　地 電　　　話

㈱植木組十日町営業所 千歳町3丁目 7－2201
魚　　沼　　水　　道　　㈱ 高田町3丁目西 7－2389
魚　　沼　　鉄　　工　　所 駅　　通　　り 2－2205
㈲　　越　　南　　建　　設 山本町3丁目 2－5060
小　　川　　電　　機　　商　　会 田　中　町　西 2－2643
木　　島　　燃　　料　　店 駅　　通　　り 2－2478
技　　　工　　　住　　　設 新　座　第　4 2－3964
越　　路　　建　　設　　㈱ 稲荷町3ノ東 2－3289
新　　　栄　　　工　　　．業 太　　子　　堂 2－5600
須　藤　　ポ　　ン　プ　店 水　　　　　　口 6－2607
㈱　　　関　　　建　　　設 上　　新　　田 5－2441
十日町市農業協同組合 高田町5丁目 7－1571
十　日町水道工業㈱ 本町7丁目1 7－8211
南　　雲　　土　　建　　㈱ 川治下町第3 2－2275
㈱羽生田鉄工所十日町営業所 田　中　町　東 7－8511
樋　　　口　　　水　　　道 上　　川　　町 7－5003
平　　和　　水　　管　　㈱ 高　山　第　2 7－4078
北　越　上　下　水　道　㈱ 桜　　木　　町 2－4293
孫六商店㈱十日町営業所 駅　　通　　り 7－8875
丸　　　東　　　重　　　機 南　新　田　町 7－9048
㈱　丸　　山　工　　務　所 稲　　　　　葉 7－8125
㈱　　　美　　　佐　　　伝 四日町新田第3 7－9191
㈲　三　隆　設　備　工　業 四　日　町　　1 7－4454
㈱　　宮　　元　　屋、　商　　店 土　市　第　3 8－2035
㈱　　村　　熊　　商　　店 駅　　通　　り 2－3597
㈱　　村　　山　　商　　会 本町1丁目下 7－5105
㈱　　村　　山　　土　　建 山本町2丁目 2－3721
村　　　山　　　配　　　管 高　山　第　4 7－3581
矢　　口　　鉄　　工　　所 駅　　通　　り 2－2992
㈲　柳　　電　　気　　商　　会 泉　　　　　町 2－2769
㈱　　山　　田　屋　　商　　店 本町1丁目上 2－3105

融資制度を利用したいと考

えている方は、その融資額

はいくら

問3返済回数は何回をお望みで

ずか

間4下水道使用料は、どの方法

で納めていただきますか

問5

（※灘繊暴認

70万円

（43．2％）

　　　　　　未定

総（12・5％）
（3．5％）・ρ

鞭鹸
回答者
544人

30万円
（6．6％）

一40万円

（11．2％）

48回

（67．7％）

　　　　　　　未定

　　　　　　（16．9％）

　隔び

醗碁
20廟下（24％）回答者

36回（395％）　　　544人

　　24回
＼（5．o％）

口座振替

する

（90．2％）

50万円

（20．8％）

わからない
（3．6％）

窓ロ納付
する

＼（6．2％）

回答者
989人
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昨
年
六
月
に
完
成
し
た
精
神
障
害

者
の
社
会
復
帰
の
た
め
の
訓
練
施
設

「
な
か
さ
わ
作
業
所
」
に
は
現
在
十

四
名
（
男
三
名
、
女
十
一
名
）
の
人

が
“
自
立
と
働
く
喜
び
と
自
立
性
を

培
う
”
た
め
の
職
業
訓
練
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
な
か
さ
わ
作
業
所
」
は
、

市
と
精
神
障
害
者
家
族
会
（
井
川
一

雄
会
長
）
が
協
力
し
運
営
し
て
い
る

も
の
で
す
が
、
作
業
は
通
所
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
に
あ
っ
た
こ
と
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　
コ
目
も
早
く
社
会
復
帰
を
」
目

ざ
す
こ
の
作
業
所
の
内
容
等
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
や
つ
て
い
ま
す

o
作
業
内
容

　
・
造
花
づ
く
り
・
織
物
関
係
下
仕

事
・
ビ
デ
オ
部
品
の
組
立
て
な
ど
。

　
　
毎
週
月
・
火
・
水
・
木
・
金
曜

日
の
五
日
間
で
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
。

o
作
業
指
導

　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
理
解

の
あ
る
専
任
者
が
、
病
院
、
保
健
所
、

市
役
所
等
の
担
当
者
の
指
導
を
得
て

行
っ
て
い
ま
す
。

○
月
例
研
究
会

　
毎
月
一
回
は
社
会
の
ル
ー
ル
を
勉

強
し
た
り
、
ほ
か
の
施
設
を
見
学
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

な
か
さ
わ
作
業
所
に
通
つ
て
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘲
通
所
者
よ
り

　
私
が
通
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
あ
る
保
健
婦
さ
ん
の
す
す
め
か

ら
で
し
た
。
精
神
障
害
者
の
社
会
復

帰
を
目
ざ
す
施
設
と
聞
い
て
あ
ま
り

い
い
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
内
職
を
し
て
い
る
程
度
の
私
は
、

就
職
が
見
つ
か
る
ま
で
と
い
う
こ
と

で
決
心
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
そ
の
作
業
所
と
は
一
体
ど

ん
な
所
だ
ろ
う
か
？
　
　
一
般
社
会
で

は
精
神
障
害
者
と
い
う
と
、
あ
ま
り

良
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
飢
作
業
所
に
来
て

み
れ
ば
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
作
業

所
で
は
、
世
話
し
て
く
れ
る
専
従
の

方
の
指
導
の
も
と
、
皆
ん
な
が
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
ま

す
。　

私
も
通
っ
て
一
年
半
。
よ
う
や
く

灘

寄
付
あ
り
が
と
う

●
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器
・
自
転
車

　
　
　
村
武
正
雄
さ
ん
（
本
町
五
）

●
イ
ス
ニ
脚

　
　
　
庭
野
秀
矩
さ
ん
（
田
中
町
西
）

●
食
器
柵

　
　
　
藤
田
タ
ヨ
さ
ん
（
南
新
田
町
）

●
食
器
・
鍋
類

　
　
　
太
田
千
代
子
さ
ん
（
春
目
三
）

●
ロ
ッ
カ
i

　
　
　
金
子
鉄
子
さ
ん
（
新
潟
市
）

「
副
所
保
健
衛
生
課
●
保
健

　
　
　
　
入
所
希
望
は

　
所
・
な
か
さ
わ
作
業
所
（
盈
二

　
ー
五
一
二
四
番
）
へ
。

就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
作

業
所
を
世
話
し
て
く
れ
た
人
た
ち
の

お
陰
と
思
い
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
私
の
よ
う
に
、
こ
の
病
気
を

わ
ず
ら
っ
て
い
る
人
が
い
た
な
ら
、

是
非
こ
の
な
か
さ
わ
作
業
所
に
来
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
で
す
．
ま
た
一
般
社
会
の
方
々
か

ら
も
暖
か
い
．
こ
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

3
年
ぶ
り
の
祖
国

　
　
　
中
島
ツ
ル
さ
ん

　
　
　
　
“
長
い
よ
う
で
短
か
か
っ
た
七
カ
月
”

　
戦
時
中
に
死
亡
し
た
も
の
と
さ
れ

そ
の
後
に
生
存
が
わ
か
り
、
今
年
五

月
、
中
国
か
ら
三
十
七
年
ぶ
り
に
祖

国
に
帰
っ
て
来
た
中
島
ツ
ル
さ
ん

（
五
十
九
歳
）
は
、
滞
在
期
間
を
終

え
、
十
二
月
十
五
日
、
再
び
祖
国
を

あ
と
に
し
ま
す
（
予
定
）
。
こ
の
間
、

同
行
し
た
長
男
の
趙
玉
峰
さ
ん
（
二

十
二
歳
）
と
と
も
に
病
で
入
院
す
る
な

ど
“
長
い
よ
う
で
も
短
か
か
っ
た
”

お
二
人
の
故
郷
で
の
生
活
を
レ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。

★
五
月
十
三
目
夕
、
六
日
町
駅
に
降

り
た
ツ
ル
さ
ん
「
毎
目
帰
る
こ
と
だ

け
を
夢
み
て
い
た
」
と
涙
ぐ
み
、
出

迎
え
た
人
達
に
「
わ
か
る
〃
且
を
連
発
。

　　　　　　　　鐵総纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟻
，

★
住
居
は
県
営
ア
パ
ー
ト
。
両
親
の

墓
参
り
な
ど
を
済
ま
せ
、
落
ち
つ
く

間
も
な
く
十
九
日
に
病
で
入
院
。
一

ヵ
月
後
に
退
院
し
た
が
、
今
度
は
玉

峰
さ
ん
も
胃
カ
タ
ル
で
通
院
．
慣
れ

な
い
生
活
の
心
労
が
原
因
だ
っ
た
。

★
六
月
中
旬
、
二
人
に
日
用
品
等
を

贈
る
運
動
が
展
開
。
一
般
市
民
や
市

職
員
な
ど
か
ら
二
百
数
十
点
集
ま
る
．

“
日
本
と
中
国
の
比
較
”
ッ
ル
さ
ん

「
日
本
は
、
食
料
品
、
衣
料
品
、
電

気
、
交
通
、
報
道
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も

の
で
便
利
。
住
ん
で
い
る
中
国
山
東

省
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
」

騒

＼
心

★
七
月
上
旬
、
県
の
主
催
に
よ
る
中

国
か
ら
の
帰
国
者
激
励
会
に
出
席
．

　
今
回
の
旅
で
初
め
て
汽
車
に
乗
っ

た
と
い
う
玉
峰
さ
ん
。
日
本
の
山
々

が
め
ず
ら
し
か
っ
た
と
の
こ
と
。

★
滞
在
期
間
は
、
十
一
月
八
日
ま
で

玉
峰
さ
ん
の
体
調
が
悪
く
、
帰
国
延

期
を
申
請
。

★
十
一
月
十
五
目
、
二
人
の
帰
国
を

前
に
歓
送
夕
食
会
を
開
催
．
地
元
新

聞
記
者
ク
ラ
ブ
と
市
か
ら
約
三
十
名

が
出
席
。

「
夢
の
よ
う
な
日
々
で
し
た
。
祖
国

の
味
を
充
分
楽
し
ん
だ
。
…
…
…
今

は
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
涙
な
が
ら
に
ツ

ル
さ
ん
．
玉
峰
さ
ん
は
、
や
っ
と
覚

え
た
片
言
の
日
本
語
で
「
皆
さ
ん
の

暖
か
い
歓
迎
を
中
国
の
人
に
話
し
ま

す
。
そ
し
て
中
国
に
も
来
て
ほ
し
い
。

暖
か
い
好
意
を
決
し
て
忘
れ
は
し
ま

せ
ん
…
…
。
」

　
再
び
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
二
人
の
胸
の
中
に
あ
る
想
い
を
文

字
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
最

後
に
行
わ
れ
た
夕
食
会
で
、
出
席
者

全
員
で
肩
組
み
、
輪
を
つ
く
り
唄
っ

た
別
れ
の
歌
を
、
二
人
に
と
っ
て
、

あ
る
い
は
送
る
人
皆
ん
な
が
噛
み
締

め
る
こ
と
は
出
来
る
は
ず
。

　
そ
し
て
、
十
日
町
を
離
れ
る
二
人

に
皆
ん
な
で
語
り
か
け
よ
う
”
祖
国

日
本
に
ま
た
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
”
と
。
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の

．
織

者

組

齢

く

吉
同

働
回
岡

　市内に居住する健康で働く意欲のある高齢者が集まり、

生きがいと働く喜びのある団体、社団法人十日町市高齢者

事業団が結成されました。会員は現在144名で、この1ヵ月

間に高速道路の芝はり、冬囲いなどの仕事を行ってきまし

た。

　会員となった高齢者は長年培った豊かな経験と能力をこ

れからの社会に役立てたいと望んでいます。

◆こんな時はご連絡ください
・新たに人を雇うほどではないが、きまった時間内に一定

　の仕事を処理しなければならない時。

・急に臨時の仕事が生じ、それが高齢者に向いている時。

・留守番、清掃、炊事など家庭内の仕事を手伝ってほしい

　と思った時。

・この仕事なら、高齢者にふさわしい仕事だと思われた時。

◆仕事の発注から経費支払いまで
・相談いただければ、仕事の内容・条件（就業時間・報酬

等）を打合わせします。

・高齢者事業団では、会員のうちから適当な人を仕事に割

　り当てて事業所等へ派遣するか、あるいは仕事を引き受

　けます。

　仕事が完了した時は発注者の検収を受けた後、高齢者

事業団が請負経費を受領し、就労した会員に、とりきめ

寸
に従って報酬を支払います。

　　囹事業団の特色囹
◎公共的な性格を持つ団体です

　職員人件費や事務所維持費などは、県・市の全面的な援

助があり、営利を目的としません。

◎雇用関係ではありません

　仕事は事業団が請負い、会員は事業団の名において仕事

に従事します。

◎責任能力も十分です

　事業団が引受けた仕事上の責任は事業団が負います。

◎事業団専用の保険に加入ずみです

　会員は全て団体傷害保険に加入し、仕事上の災害に対処

しています。

◎会員が自主的に運営します

　事業団は市や民間会社、個人などから仕事を請負い、会員

はその仕事が自分の希望にあった場合、これに従事します。

　事業団は会員になったみなさんが、お互いに協力して自

主的に運営します。

　　囹会員を募集中です囹
　市内に住む健康な、ほぼ60歳以上のかたならどなたでも

入会できます。入会時に会費500円をご用意ください。

高齢者事業団で考えられる仕事 簡単な大工仕事、修理修

一　・　　　　1

ζタンノ

外交・折衝・集配事務

　集金、得意先回り、人との折

衝など、高齢者ならではの知恵

や応接が期待できるでしょう。

室内でする手先の仕事

　器具の簡単な組み立て、造花、

の鱗つけ、疑ベル張嬢、その他

簡単な黍艶仕事は、高齢者向き

の作業として、うってつけです。

　　　　　　　　　　　舷逆

　簡単な大工仕事や修理など、

なかなか引き受け手のないもの

です。長い経験と丹念な仕事を

する高齢者の技能が尊重される

時代です。

　
ア
ノ

よ
伴
圏

ム
劇
〉差

‘皿

雛

一般事務や経理事務

　書類の整理や伝票整理、集計

事務や調査事務に、高齢者のこ

まめさと、実直さが充分発揮さ

れるでしょう6

筆記・毛筆・筆耕など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封筒や葉書の宛名書き、証書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の毛筆、原紙書きなど、若い人

留守番や子守・家事補助　　　　　　　に余り向かない仕事が・高齢者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にとってかっこうの仕事です。
ちょっと外出し熱蛯き、誰麺

信頼のおける高齢者が、あな　　　　　　　　　　　の手羨蔑．芝生の手入れから、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事慈必要蓬しない作業に応じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。．

　　　　　　　　このほか、いろいろな仕事が考えら総ま欝ので、ご相談ください。

紛

連絡・お聞》・合わせは十日町市高齢者事業団へ（老人いこいの家四ツ宮荘内奮7－5708番）
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　　　　　首や厳訪ず

鴛び！・職3些轍鮮・一終

軌総薦．、譲

ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぽ

チ臼甲㍗4ン“無・礪、、

泌会亥済・雛．

，そ』．轟』婚

．
－ブラブラ運動

　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

欝
磯
、

「ふる・はずむ運

動」です。

血液の循環をよく

し堅くなった筋肉

を解きほぐします。

ボキボキ運動

　　　魅ミ．

れτも3汀卸♂Ooし

陽
払ごもまわし

ひわ‘｝人一きぐ

　　六一ミくノ5

「まげ・のばす・

ねじる・まわす運

動」です。

関節や筋の働きを

よく’し、動きをな

めらかにしてくれ

ます。

さ榊あ　　　　色傭う・ラプラ．ク

ノ　　　ヤじ　ロ　　　　　むし

這　蕎畷慧
　　　ぺ　・麓人　、　 看

鵜耀・笏1吻鍵・　誌
　　　ノフ　　　　　ク　　　　　　　　　　　　ちロ

ぐ葦，ず誘酪象ξ
ノ　　　　　　　　ペのダ　　　　　　し　　　つ

1》謬㌶、義、乞籍

　
全
身
の
億
ず
み

　
ー
　
　
六
≦
き
く

　
～
．
論

　
．
！
憎

郷
”

一
　
愚
Ψ

淋II

き
も
の
姿
の

　
　
　
　
　
淋

　
　
　
　
　
　
憲
略
　
　
　
、

　
　
　
　
　
』

ぐ
、
導
誉
舞

昭和57年度（後期）

市民体育館夜間開放利用

O期間　57年12月1日～58年4月30日

○時間　前半～午後5時30分から

　　　後半～午後7時30分から

※中学生以下の利用については前半（午後

　7時30分まで）に限る。

※利用に際してはマナー（礼儀・服装・用

具の使用など）をよく守｝）ましょう。

－
日
税
務
署
長

　
ガ
税
を
知
る
週
間
”

P
R
の
一
環
と
し
て
、

十
日
町
税
務
署
で
は

準
ミ
ス
雲
ま
つ
り
の

柳
千
里
さ
ん
（
南
新

田
町
）
を
、
一
日
署

長
に
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
初
め
て
の
試

み
で
柳
さ
ん
は
、
税

に
関
す
る
チ
ラ
シ
を

前　　　　半 後　　　　半

月 卓球・バドミントン
1・5週バレー・バト3週青級

2・4週身障者体育教室

火 テニス（ジュニア教室） テ　　　ニ　　　ス

水 卓球　・野球 バレーボール・サッカー

木 テニス（ジュニア教室） バスケットボール・バド

金 卓球　・野球 ノぐ　レ　ー　ボ・一ノレ

土 バレーボール・サッカー バドミントン・サッカー

日 健康のつどい

配
布
し
た
嬢
、
納
税
者
宅
を
訪
問
し

た
り
と
大
活
躍
。
青
色
申
告
に
し
て

も
他
人
事
だ
っ
た
と
い
う
彼
女
は
、

「
こ
れ
を
機
会
に
、
関
心
を
深
め
て

い
き
た
い
」

と
一
日
署
長
感
想
の
弁
。

ま
た
、
小
沢
芳
夫
署
長
は
、

「
納
税
者
は
、
使
い
み
ち
の
監
視
を

怠
ら
な
ド
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
心
構
え
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

身
の
周
り
　
か
く
れ
た
所
に
税
金
が

（
下
条
中
三
年
　
山
田
淳
子
さ
ん
）

行事●12月の大会
年度の屋外体育施設は閉場しました。

の春をお楽しみに……。

続して行われています＞

障者体育教室　第2・4月曜夜7：30～

齢者体育教室　毎週水曜日昼1：30～

　　　　　　　　於～市民体育館

今
年
維
身
高

　
来
く
○
○

期日 大会　・行事 会　場 主　催

％（日）
バドミントン第3回家族婦人
ファミリー兼第二回ミッタス

ダブルス大会

市　　民

体育館

バドミントン

協　　　会

％㈹ 柔　道　納　会 武道館

12月
予定

市民スキー場開場
市　　民

スキー場

不
法
蕪
線
局
の
一
・
掃
を

　
　
」
信
越
電
波
監
理
局
1

　
十
二
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
「
ハ

イ
パ
ワ
i
市
民
ラ
ジ
オ
撲
滅
旬
間
」

で
す
。

　
特
に
ダ
ン
プ
カ
ー
・
長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
等
の
車
輔
に
設
置
さ
れ
た
ハ
イ

パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
か
ら
発
射
さ
れ

十日町の

入に

なりました
さん』　　〔30〕
き布から～

★
常
盤
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
i
癒
有

名
な
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
先
月
十

日
に
下
条
水
嬉
の
拳
林
岩
雄
さ
ん
（
会

社
員
〉
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
来
た
の

が
一
絵
さ
癒
（
二
十
三
歳
）
で
す
。
・

★
二
人
が
知
り
あ
っ
た
の
は
、
東
京

の
大
学
在
学
中
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
が

・
同
じ
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
時

の
相
手
の
印
象
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
笥
臼
黍
太
で
は
な
い
の
で
は
？
臨

盆
凝
雄
さ
ん
〉
「
鉦
州
口
の
人
だ
懸
あ
」

（
一
、
絵
さ
ん
）
。
こ
ん
な
こ
と
を
感

じ
た
二
人
で
も
、
つ
き
合
っ
て
十
臼

後
に
は
結
婚
す
る
も
の
と
決
め
た
と

い
う
か
ら
、
そ
の
熱
烈
さ
に
驚
く
。

★
「
古
い
し
き
た
り
や
習
慣
が
良
い
意

味
で
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
下
条

　
　
　
　
　
　
　
）

q
絵
わ

水
扁
い
・

条
林
嵩

下
小
福

自
　
　
～

地
区
の
印
象
。
栄
養
士
の
資
格
を
持

つ
一
絵
さ
ん
が
｝
番
興
味
を
持
っ
た

の
が
、
牽
日
町
の
郷
土
料
理
、
特
に

潔
漬
物
潔
に
は
感
心
が
強
い
と
の
愚

と
。
嫁
い
で
来
て
二
臼
後
に
は
、
奮

所
を
一
手
に
尉
き
受
け
た
と
が
。

★
新
婚
間
も
な
い
二
人
を
兄
妹
と
閣

違
う
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
　
罰
友
だ

ち
が
気
楽
に
来
れ
る
家
庭
を
つ
く
鱒

薩
ど
と
お
互
い
で
確
認
毯
襟
が
嚇

言
う
と
こ
ろ
は
、
・
本
当
に
し
っ
か
妙

し
た
新
婚
さ
ん
で
す
。

★
知
っ
て
い
る
人
が
皆
無
の
一
絵
さ

ん
に
「
と
に
か
く
友
だ
ち
を
皐
幾
多

く
す
る
こ
と
」
と
小
林
家
金
員
藻
藩

る
バ
ッ
タ
ア
ッ
プ
の
中
で
、
明
癒
く

気
さ
く
な
一
絵
さ
ん
が
一
臼
も
響
幾

か
十
目
町
の
人
潔
に
な
る
漆
老
塗
願

い
ま
す
。

欝
讐
灘臓

難
騨

髄
婆

羅

る
電
波
が
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
障

害
を
与
え
た
り
、
重
要
無
線
通
信
に

妨
害
を
与
え
、
重
大
事
故
を
誘
発
す

る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
信
越
電
波
監
理
局
で
は
、
こ
れ
ら

の
不
法
無
線
局
を
絶
滅
す
る
た
め
、

関
係
各
機
関
、
団
体
の
協
力
を
得
て

電
波
法
令
の
周
知
と
違
反
の
未
然
防

止
の
た
め
の
活
動
を
強
力
に
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
を
使
っ

た
り
無
線
局
の
免
許
を
受
け
な
い
で

電
波
を
発
射
す
る
と
一
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

な
り
ま
す
か
ら
ご
注
音
心
を
〃
“

　
“
重
要
無
線
に
混
信
を
与
え
、
法

秩
序
を
乱
す
不
法
無
線
局
を
追
放
し

ま
し
ょ
う
”
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k樽甕タもノ

一こんなに増えている少年非行一

．
。
あ

3
　
‘
。

　
　
　
　
箆

．
饗

、
堀
慨
身
、
i

　　　　210

　　　　200

　　　　190

　　　　180

　　　　170

　　　　160

　　　　150

　　　　140

　　　　130

　　　　120

　　　　110

指　100
数

47148149150151152153154155i56
2，63012，766惚，778i2，95512，67112，85q3，90313，77014，54815，483

年次

人員

　
　
　
　
非
行
を
く
り
返
す
。
不
良
グ

ラ
鰭
　
　
ル
：
プ
に
入
り
親
の
い
う
こ
と

潟
噺
ぞ
を
聞
か
な
い
。

轍
　
　
　
ま
た
学
校
へ
行
き
た
が
ら
な

少
噺
つ

灘
　
　
い
．
集
団
に
な
じ
め
な
い
等
、

刑
ど
お
子
さ
ん
の
躾
や
生
活
指
導
上

　
に
の
問
題
で
お
困
り
の
方
の
た
め

　
炎
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
．

　
昌
一
轟

　
日
H
●
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
ホ

　
　
　
　
午
後
一
時
～
午
後
五
時

育
●
お
申
込
み
・
蕎
い
合
わ
せ

　
教
勤
労
青
少
年
ホ
レ
ム
内
少
年

　
育
成
セ
ン
タ
ー
ヘ

容
七
ー
八
九
．
一
八
番

新
し
い
農
地
制
度
で

　
　
　
　
　
　
　
農
地
の
貸
借

　
農
地
の
有
効
利
用
や
担
い
手
の
育

成
、
経
営
規
模
の
拡
大
な
ど
を
は
か

る
た
め
「
農
用
地
利
用
増
進
法
」
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
そ
れ
に
基

づ
き
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
や
、

農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
に
取
り

組
み
、
昨
年
か
ら
今
年
ま
で
に
約
百

診
の
農
地
に
つ
い
て
、
貸
し
借
り
、

売
買
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
農
地
制
度
の

　
　
　
特
例
・
特
典

　
◎
農
地
を
貸
し
た
い
、
売
り
た
い

　
人
に
は

●
農
地
を
貸
し
た
り
、
売
っ
て
も
農

　
　
　
　
　
・
売
買
を

地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

●
農
地
を
貸
し
て
も
約
束
の
期
間
が

く
れ
ば
確
実
に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

●
農
地
を
売
っ
た
場
合
の
所
得
税
は
、

そ
の
譲
渡
所
得
か
ら
五
百
万
円
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
（
農
用
地
区
域
内
）

●
三
年
以
上
貸
し
た
場
合
は
、
流
動

化
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

〈
農
地
〉
三
年
以
上
六
年
未
満

　
　
　
　
　
　
…
…
一
万
円

　
　
　
　
六
年
以
上
…
…
二
万
円

〈
採
草
放
牧
地
及
び
未
墾
地
〉

　
三
年
以
上
六
年
未
満
　
二
千
円

　
六
年
以
上
　
　
　
　
　
四
千
円

　
◎
農
地
を
借
り
た
い
、
買
い
た
い

　
人
に
は

●
所
有
権
移
転
の
嘱
託
登
記
を
し
ま

す
。
（
申
請
者
に
代
っ
て
農
業
委
員
会

が
登
記
）
。
こ
の
場
合
、
登
録
免
許

税
の
千
分
の
五
十
が
、
千
分
の
九
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
農
地
を
借
り
た
り
、
買
っ
て
も
曲
戸

地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

●
農
業
用
施
設
用
地
へ
り
転
用
を
す

る
場
合
も
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

●
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
取
得

価
格
の
三
分
の
一
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

（
農
用
地
区
域
）

●
農
地
等
取
得
資
金
（
年
利
率
三
・

五
％
）
が
、
千
五
百
万
円
ま
で
優
先

的
に
借
り
ら
れ
ま
す
。
（
農
用
地
区
域
）

　
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
各

地
区
に
農
業
委
員
な
ど
四
十
四
名
の

農
地
流
動
化
推
進
員
が
置
か
れ
て
い

ま
す
の
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売

買
は
、
推
進
員
か
農
業
委
員
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
．

　
詳
細
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
E

七
ー
三
二
一
番
内
線
二
六
一
）
へ
．

タ
ウ
ン
誌
「
ポ
ッ
ケ
」
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
青
年
学
級

探諮

　
十
日
町
青
年
学
級
ミ
ニ
コ
ミ
紙
研

究
コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
ほ
ど
タ
ウ
ン

誌
「
ぽ
っ
け
」
臨
時
特
大
号
を
発
刊

し
ま
し
た
。

　
「
我
ら
結
婚
未
満
」
「
廃
村
め
ぐ
り
」

「
十
日
町
の
人
百
人
に
聞
き
ま
し
た
」

「
十
日
町
言
い
た
い
放
題
」
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
で
す
。
あ
な
た
も
若

者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
．

　
十
日
町
市
公
民
館
、
青
少
年
ホ
ー

ム
、
書
店
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
定

価
は
三
百
円
で
す
。

ア
メ
リ
力
映
画
の
タ
ベ
　
ー
青
年
学
級
主
催
ー

日
時
　
十
二
月
十
八
日
ω
夜
六
時
半

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

〈
入
場
券
〉

一
般
六
百
円
、
学
生
五
百
円

ー
当
日
券
は
百
円
増
ー

昔
話
を
考
え
る

　
　
1
博
物
館
学
習
会
1

日
時

内会
容場

十
二
月
四
日
（
土
）

午
後
一
時
半
～
三
時
半

十
日
町
市
博
物
館

・
映
画
「
雪
国
の
夜
語
り
」

・
講
演
「
昔
話
と
風
土

～
民
話
と
は
何
か
」

講
師
　
水
沢
謙
一
先
生

1
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
で
か
け

　
　
く
だ
さ
い
1

　
藤
田
諭
ね
羨
ざ
獅

「
グ
ッ
バ
イ
ガ
ー
ル
」

「
密
林
の
王
者
タ
ー
ザ
ン
」

　
　
　
．
灘
自
治
羨
臣
表
彰

　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
副
会
長
の
藤
田
つ
ね
子
さ
ん
（
新

保
）
は
、
永
年
、
明
る
い
選
挙
の
推

進
に
尽
く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、

十
一
月
十
九
日
、
東
京
九
段
会
館
で

開
催
さ
れ
た
、
明
る
い
選
挙
推
進
運

動
三
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、

自
治
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

NHKきょうの料理i
　　　　　　　　　　　　　　コ講演会・料理実習のごあんない　1：

　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　講師城戸崎愛先生　：
　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　（NHK、きょうの料理で活躍中）：

　　　　　　　講演会
　　　　　●とき12月1日（水）
　　　　　　　　　夜7時～9時
　　　　　●ところ　十目町市公民館

　　　　　●テーマ　r作る楽しみ

　　　　　　　　　食べる楽しみ」

　　　　　●受講無料です

　　料理実習
●とき12月2日（木）

　　　午後1時～4時30分
●ところ　十日町市公民館

実習内容・鮭のロースト（正月向）

　　　　・ムース・オ・ショコラ

　　　　・かきの牛乳スープ
材料代　1人300円（当日持参）

　エプロンご用意ください。

※11月28目より申込み受付を開始。

会場の都合上、先着80名で締切、申込み

　は電話可。

十日町市公民館（E7－5011番）

主催　十日町市公民館・NHK新潟放送局　・



昭和57年11月25日“1”OII1”ll”1”lll””6”1””II“””1”1””””””1”“Illl”””g””川Illl“1”llと，お．ガ，3δぢ」切るぜ駈1川”111”1”””1（1◎

麟
欝
慧
羅
…
羅
㎜
㎜
懸

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
お
酒
を

飲
む
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
、
バ
ー

な
ど
を
利
用
し
た
と
き
に
は
、
免
税

点
以
下
の
場
合
を
除
き
、
忘
れ
ず
に

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
領
収
証
は
つ
ぎ
の
場
合
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴
わ
な
い

も
の
）
　
一
人
一
回
の
料
金
が
二
千

円
（
五
十
八
年
一
月
一
目
以
後
は
二

千
五
百
円
）
を
超
え
た
と
き
…
…
料

金
の
十
新
．

料
理
店
、
バ
ー
、
飲
食
店
（
婦
女
の

接
待
を
伴
う
も
の
）
…
…
利
用
料
金

の
金
額
に
対
し
て
十
簿
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
ω
、
一
人
一
泊
二

’鳩㌦

｛堵二艶・灘三

　．竃二’。8二・

食
の
料
金
が
四
千
円
（
五
十
八
年
一

月
一
目
以
後
は
五
千
円
）
を
超
え
る

場
合
は
、
二
千
円
を
控
除
し
た
残
額

の
十
督
。

ω
、
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、

昼
食
な
ど
、
ま
た
、
日
帰
者
の
休
け

い
や
飲
食
は
、
利
用
料
金
が
二
千
円

（
五
十
八
年
一
月
一
日
以
後
は
二
千

五
百
円
）
を
超
え
た
と
き
…
…
料
金

の
十
欝

　
公
給
領
収
証
は
、
会
計
が
明
朗
に

な
り
、
税
金
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
間
税
係
（
盈
七
－
五
五
一
一
番

内
線
二
〇
五
）
へ
。

1
－
！
〆
1
1
！
！
！
／
！
－
1
！
1
1
／
！
！
1
！
／
！
－
！
！
！
！
！
1
1
／
／
1
1
！
－
／
！
！
！
！
－
！
！
1
1
／
／
！
－
！
1
－
！
－
！
1
1
－
！
！
－
1
！
－
！
！
！
！
！
－
1
1
－
1
1
！
！
1
！
！
－
！
！
！
！
！
！
－
／
！
！
！
／
1
1
！
！
！
！
1
1
！
！
！
／
！
！
－
！
！
！
！
1
／
〆
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
－
1
1
！
1
－
！
－
1
！
1
！
1
！
1
1
1
！
！
！
！
！
1
！

　
　
　
　
12
月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

12

月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54
年
6
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

12

月
10
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56
年
6
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に
育

児
学
　
級

12

月
15
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

57
年
8
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

12

月
13
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

57
年
2
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
酊
欝
瓢
響
齢
諮
覇
墾
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

．
毯

　
　
ロ量

停
電
の
お
知
ら
せ

為
・

　
▼
十
一
月
三
十
日
（
火
）
、
午
前

九
時
～
午
後
一
時
　
下
条
栄
町
、
山

際
の
一
部
、
上
新
田
、
廿
日
城
の
全

部
▼
十
二
月
二
日
（
木
）
午
前

九
時
～
午
後
一
時
、
太
田
島
第
一
、

馬
場
第
四
の
一
部
、
水
沢
市
之
沢
、

中
在
家
、
大
石
、
南
雲
の
全
部
、

▼
十
二
月
七
日
（
火
）
、
午
前
九
時

～
午
後
一
時
　
嘉
勝
、
轟
木
、
慶
地
、

池
谷
、
入
山
、
焼
野
、
魚
ノ
田
川
、

新
水
、
宇
田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、
山

新
田
、
小
貫
、
殿
畑
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上
田

一献血車日程一
12月9日困　　滝文工業㈱

12月10日囲　　エドヤ㈱

時間はいずれも

　　午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

●
　
響
3
　
1
1
　
1
　
一
　
－
　
1
　
1
　
0
艦
　
1
　
『
　
B
　
蓼
　
－
　
轟
唖
　
魯
　
奪
畳
　
量
　
o
　
o
書
　
l
l
　
I
　
ー
臼
　
o
　
己
　
ー
1
　
8
　
孕
I
　
l
　
I
　
I
　
1
　
6

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
墾
月
の
休
日
救
急
藤
、
灘

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

一
5
自
　
太
島
医
院
（
鯛
原
騒
　
　
“

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

…
　
　
　
　
密
2
の
2
憩
籔
驚
番
一

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

…
12
日
　
池
田
医
院
（
本
酵
璽
）
、
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
　
　
　
　
鴉
2
の
2
5
8
塗
番
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

皿
　
　
津
南
病
院
（
漆
南
町
大
割
野
）
…

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

｝
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
β
1
番
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

㎜
B
日
　
山
口
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
　
　
　
獄
2
の
2
1
7
4
番
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

｝
齢
圏
中
条
病
院
（
北
原
〉
　
　
｝

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
　
　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

｝
圏
臼
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
　
　
　
盆
2
の
3
2
6
9
番
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

…
鈴
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
容
2
の
2
9
5
7
番
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
雛
日
　
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

（
　
1
　
9
　
曇
－
　
一
I
　
l
l
　
I
　
o
　
I
　
o
　
o
　
I
　
o
　
o
　
ー
　
レ
　
ー
　
巴
　
o
　
－
l
　
I
I
　
I
　
o
　
ー
　
ー
　
ー
　
ー
　
1
　
酢
　
』
　
o
　
I
　
匹
　
o
　
o
　
o
　
I
　
亀

原
の
全
部
　
▼
十
二
月
八
日
（
水
）

午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
丸
山
町
、

高
田
町
三
丁
目
西
、
高
田
町
三
丁
目

南
の
一
部
、
高
田
町
三
丁
目
東
の
全

部
　
▼
十
二
月
九
日
（
木
）
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
　
稲
荷
町
三
丁
目

本
通
り
、
稲
荷
町
三
丁
目
三
の
北
、

西
本
町
一
、
二
丁
目
の
一
部
、
八
幡

田
町
の
全
部
　
▼
十
二
月
十
日
（
金
）

午
前
八
時
～
午
後
一
時
、
稲
荷
町
三

丁
目
本
通
り
、
稲
荷
町
四
丁
目
の
一

部
▼
十
二
月
十
三
日
（
月
）
、
正

午
～
午
後
四
時
　
笹
之
沢
、
池
之
平
、

孕
石
、
椌
木
、
長
里
、
落
之
水
の
全

部
▼
十
二
月
十
七
旦
（
金
）
午

前
九
時
～
正
午
本
町
四
丁
目
、
五

丁
目
の
各
一
部

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
11
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

オ 電 ラ べ 編

i
子 ビ

口
口
口

オ
テ

1 ゆ卜
ノレ

カ べ
ノく

ガ ツ 名 ず
イ ン セ ト 機

八 中 規
り

○ 〃 〃 〃

CC 古 格 ま

〃

相
談

三
万

一
万
五
千

五
万
円

希
望
価

す

で
円 円 位 格

机 ピ ス ブ 百 英 二 テ ス ス

● べ ラ 科
文 段

l
o
フ
レ

キ
卜

口
口
口

ゆ

琴 ア タ べ
コ 1 ず

イ リ ン 事
イ ツ i 一 i

ダ 名 つ
ス ノ ム

ロ コ 典 ）
フ 卜 1 式 ブ

て

中 低 大 規 く
〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 学

古 年 型 格 だ

相
一　一

万万
希
望

さ

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 談 五円 い

で
千～

円

価
格

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

　
十
目
町
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

が
、
市
役
所
正
面
入
口
か
ら
入
っ
て

右
側
に
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

相
談
時
間
　
土
曜
、
目
曜
日
を
除
く

　
　
平
日
、
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
励

　
子
用

　
　
、
　
q

　
　
し

　
よ

　
　
い

　
な

　
の

　
歯

　
　
し

　
む
－

相
談
内
容
　
一
、
高
年
齢
者
の
求
人
、

求
職
の
受
付
、
紹
介
あ
っ
旋
。

二
、
雇
用
、
就
職
に
関
す
る
情
報
の

提
供
、
相
談
．

　
お
問
い
合
せ
は
、
盈
七
ー
三
一
一

一
番
、
内
線
二
≡
二
へ
。

氏　　名 住　　所 保護者

斉木　早苗 大黒沢東 清昭

中曾和歌子 錦町2 英伸

太田　佑子 春日町2 省三

小池　友紀 寿町3 武久

福原　雄大 千歳町 勝

線津　豊 上川町 秀雄

山田　順也 栄　　町 正信

根津麻衣子 田中町西 文雄

宮山　武之 尾　　崎 明敏


